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年頭のごあいさつ 

魅力あふれる那覇の街づくりに向けて 魅力あふれる那覇の街づくりに向けて 
平成20年（2008年）元旦 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
、

私
ど
も
那
覇
市
議
会
へ
の
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
わ
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
高
等
学
校
の
教
科
書
検
定
に
お

け
る
記
述
の
見
直
し
問
題
が
県
内
全
域
に
波
紋
を

広
げ
、
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
県
民
大
会
が
開
催

さ
れ
る
な
ど
、
平
和
を
求
め
る
沖
縄
県
民
の
思
い
を

強
く
示
し
た
一
年
で
し
た
。
ま
た
、
沖
縄
本
島
地
方

を
襲
っ
た
記
録
的
な
豪
雨
や
、
那
覇
空
港
で
の
航

空
機
爆
発
炎
上
な
ど
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
脅

か
す
災
害
や
事
故
が
続
い
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
沖
縄
県
の
経
済
を
牽
引
す
る
観
光
の
分

野
で
は
、
二
〇
〇
六
年
ま
で
五
年
連
続
で
入
域
観

光
客
数
が
増
加
し
、
昨
年
も
前
年
を
上
回
る
実
績

で
推
移
し
て
お
り
、
那
覇
市
内
で
も
新
た
な
宿
泊
施

設
が
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
引
き
続
き
成
長
が
続
い
て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
議
員

提
案
で
制
定
さ
れ
た
那
覇
市
路
上
喫
煙
防
止
条
例

の
施
行
や
、
国
際
通
り
で
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル

実
施
な
ど
、
観
光
客
や
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
健

康
で
安
全
・
安
心
か
つ
快
適
な
環
境
づ
く
り
を
図

り
、
ま
た
、
奥
武
山
野
球
場
の
建
設
着
工
や
、
こ
ど

も
み
ら
い
基
金
の
創
設
な
ど
、
潤
い
と
豊
か
さ
を
実

感
で
き
る
「
風
格
あ
る
県
都
・
那
覇
」
の
創
造
に
向

け
て
取
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

那
覇
市
議
会
と
し
て
も
、
多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ

に
応
え
、
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

一
層
研
さ
ん
に
励
み
、
市
政
発
展
に
全
力
を
傾
注

し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
年
も
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り

ま
し
て
幸
多
い
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈

念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議長　安慶田 光男副議長　崎 山 嗣 幸



瀬長 清 與儀 實司 高良 正幸 松川 靖

年
頭
に
あ
た
っ
て
 

│
会
派
の
モ
ッ
ト
ー
・
抱
負
│
 

◆
会
派
と
は
?
　
市
政
に
対
し
て
同
じ
よ
う
な
考
え
方
や
意
見
を
も
っ
た
議
員
で
構
成（
２
人
以
上
）

し
、議
会
内
で
活
動
す
る
集
団
で
す
。現
在
、本
市
議
会
に
は
７
会
派
が
あ
り
ま
す
。 

〔注〕役職外の議員は議席番号順 

平成20年（2008年）１月15日 第175号（2）な は 市 議 会 だ よ り〔会派のあいさつ〕

■
会
派
の
モ
ッ
ト
ー

市
民
が
那
覇
に
生
ま
れ
て
・
育

っ
て
・
住
ん
で
・
大
好
き
と
誇

れ
る
街
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

■
会
派
の
抱
負

那
覇
市
民
の
皆
様
、
新
年
明

け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
に
は
新
た
な
希
望

に
満
ち
た
平
成
二
十
年
の
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

自
民
・
無
所
属
連
合

平
成
二
十
年
の
年
頭
に
あ
た

り
ま
し
て
、
自
民
・
無
所
属
連

合
会
派
（
十
七
人
）
よ
り
、
市

民
の
皆
様
へ
謹
ん
で
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と

様
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

戦
中
戦
後
及
び
米
軍
基
地
等
か

ら
派
生
す
る
諸
課
題
は
、
未
解

決
の
案
件
が
数
多
く
残
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

特
に
、
高
等
学
校
の
歴
史
教

科
書
検
定
に
お
け
る
沖
縄
戦
で

の
集
団
自
決
記
述
の
見
直
し
問

題
の
波
紋
は
、
那
覇
市
議
会
が
、

五
月
十
五
日
に
「
教
科
書
検
定

に
関
す
る
意
見
書
」
を
全
会
一

致
で
可
決
し
た
の
を
皮
切
り
に

県
内
全
市
町
村
議
会
及
び
沖
縄

県
議
会
で
意
見
書
が
可
決
さ
れ
、

九
月
二
十
九
日
に
は
、
復
帰
後
、

最
大
の
県
民
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
関
し
ま
し
て
は
、

県
民
の
総
意
が
示
さ
れ
た
も
の

と
思
い
ま
す
。

本
市
議
会
で
の
我
が
会
派
の

市
政
に
対
す
る
質
問
等
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
ま
ず
二
月
定
例

会
で
は
、
奥
武
山
野
球
場
の
整

備
方
針
と
巨
人
軍
キ
ャ
ン
プ
誘

致
（
亀
島
）
、
仲
井
眞
県
政
へ

の
経
済
・
雇
用
・
観
光
振
興
へ

の
期
待
等
（
山
内
）
、
市
立
病

院
の
地
方
独
立
行
政
法
人
化
の

方
針
、
学
校
給
食
費
未
納
問
題

（
安
慶
田
）、
保
育
料
滞
納
問
題

の
解
決
策
（
仲
村
）
、
滞
納
市

税
・
徴
収
委
託
の
可
能
性
（
宮

里
）
等
を
行
い
ま
し
た
。

次
に
、
六
月
定
例
会
で
は
、

久
高
議
長
（
当
時
）
の
も
と
議

会
ロ
ビ
ー
に
て
「
沖
縄
戦
・
集

団
自
決
の
教
科
書
検
定
に
関
す

る
展
示
会
」
を
開
催
し
た
こ
と

は
、
議
会
と
し
て
も
大
き
な
意

義
が
あ
り
ま
し
た
。
質
問
で
は
、

国
保
税
値
上
げ
の
妥
当
性
（
金

城
）
、
復
帰
三
十
五
周
年
の
評

価
と
取
り
組
み
（
大
城
）
、
旧

軍
飛
行
場
等
の
可
能
性
調
査
等

（
高
良
）
、
泊
ふ
頭
開
発
㈱
の

「
と
ま
り
ん
」
の
売
却
公
募

（
宮
里
）、
行
財
政
改
革
の
取
り

組
み
（
山
川
）
、
古
蔵
小
・
幼

稚
園
の
早
期
改
築
（
永
山
）
、

公
共
施
設
の
屋
上
緑
化
状
況

（
與
儀
）
等
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
八
月
臨
時
会
で
は
、

我
が
会
派
の
安
慶
田
光
男
議
員

が
、
第
三
十
二
代
議
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

次
に
、
九
月
定
例
会
で
は
、

教
科
書
検
定
意
見
撤
回
県
民
大

会
に
向
け
て
（
仲
村
）
、
学
校

給
食
費
着
服
と
再
発
防
止
策

（
渡
久
地
）、
安
里
川
水
害
の
対

策
等
（
松
川
）
、
生
活
保
護
制

度
の
本
市
級
地
区
分
見
直
し
と

影
響
（
知
念
）
、
安
心
し
て
出

産
で
き
る
体
制
（
山
川
）
、
長

寿
大
学
校
の
開
設
提
案
（
瀬
長
）、

新
庁
舎
等
の
本
市
施
設
に
障
害

団
体
等
へ
の
売
店
・
自
販
機
設

置
の
あ
り
方
（
知
念
）
、
開
南

通
り
の
拡
張
整
備
へ
の
取
組
み

（
永
山
）
等
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
屋
良
議
会
運
営
委
員

長
は
、
八
月
の
集
中
豪
雨
対
策

等
の
意
見
書
を
は
じ
め
、
計
五

件
の
意
見
書
・
決
議
を
提
案
し
、

全
て
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
以
上
、
議
会
活
動

の
一
端
の
報
告
と
し
ま
す
。

さ
て
、
本
市
の
政
策
課
題
を

見
ま
す
と
、
平
成
二
十
年
度
か

ら
第
四
次
総
合
計
画
が
ス
タ
ー

ト
し
、
実
施
計
画
で
は
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
、
こ
ど
も
施
策
、

市
民
の
健
康
保
持
・
増
進
、
環

境
施
策
、
新
庁
舎
等
の
施
設
整

備
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り

公
　
明
　
党

■
会
派
の
モ
ッ
ト
ー

市
民
と
共
に
、
未
来
に
責
任
を

持
つ
政
治
を
目
指
し
ま
す
。

■
会
派
の
抱
負

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
元
朝
の
日
の
出
の
如
く
、

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
旧
年
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
年
金
問
題
や
防
衛
省
高

官
の
不
祥
事
、
公
金
の
不
正
使

用
や
着
服
な
ど
、
国
民
に
奉
仕

す
べ
き
公
職
の
あ
り
方
が
厳
し

く
問
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
の
高
校

歴
史
教
科
書
検
定
意
見
の
問
題

日
本
共
産
党

■
会
派
の
モ
ッ
ト
ー

市
民
こ
そ
主
人
公
つ
ら
ぬ
き
、

大
企
業
・
米
軍
優
先
か
ら
、
く

ら
し
・
平
和
を
ま
も
る
政
治
へ

■
会
派
の
抱
負

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
多

大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心

ま
す
。
我
が
会
派
は
、
翁
長
市

長
の
掲
げ
る
、
こ
れ
ら
の
政
策

を
実
現
す
る
た
め
、
一
致
団
結

し
て
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
自
民
・
無
所
属
連

合
会
派
は
、
新
年
も
市
政
発
展

の
た
め
に
、
ま
い
進
し
て
い
く

こ
と
を
決
意
す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
も

幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

は
、
沖
縄
戦
体
験
者
の
貴
重
な

証
言
を
否
定
し
、
沖
縄
戦
の
実

像
を
ね
じ
曲
げ
る
権
力
の
介
入

で
あ
り
、
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

那
覇
市
当
局
の
指
摘
で
明
ら

か
に
な
っ
た
厚
生
労
働
省
の
国

民
健
康
保
険
特
別
調
整
交
付
金

の
算
定
ミ
ス
問
題
は
、
全
国
に

波
及
し
、
去
る
六
月
に
本
市
議

会
は
直
ち
に
全
額
補
て
ん
の
意

見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。
我
が

会
派
は
遠
山
清
彦
参
議
院
議
員

と
共
に
、
当
時
の
柳
沢
厚
生
労

働
大
臣
に
直
接
要
請
を
し
、

「
過
不
足
分
の
全
額
補
て
ん
を

す
る
」
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

さ
ら
に
十
二
月
の
議
会
代
表
の

要
請
に
対
し
、
舛
添
厚
生
労
働

大
臣
は
「
本
年
度
中
の
全
額
決

着
」
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

公
明
党
那
覇
市
議
団
は
、
那

覇
市
の
新
年
度
の
予
算
編
成
に

当
た
っ
て
、
福
祉
・
教
育
・
環

境
・
雇
用
な
ど
、
百
三
十
項
目

に
わ
た
っ
て
重
点
要
望
を
し
ま

し
た
。
新
年
度
は
、
こ
れ
ら
の

実
現
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
二
〇
〇

八
年
が
一
層
輝
か
し
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
自
公
政
治
の
下
で
、

市
民
の
く
ら
し
も
平
和
も
脅
か

さ
れ
て
い
ま
す
。
定
率
減
税
・

老
年
者
控
除
・
年
金
控
除
が
廃

止
さ
れ
、
住
民
税
が
五
倍
、
十

倍
と
跳
ね
上
が
り
、
国
保
税
も

市
民
一
人
当
た
り
県
内
十
一
市

の
中
で
一
番
高
く
な
り
ま
し
た
。

黙
っ
て
い
た
ら
、
も
っ
と
ひ
ど

く
な
る
ば
か
り
で
す
。

そ
の
一
方
、
去
年
の
十
一
万

六
千
人
が
集
ま
っ
た
教
科
書
検

定
意
見
撤
回
を
求
め
る
県
民
大

会
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
弱
肉

強
食
・
大
企
業
と
ア
メ
リ
カ
い

い
な
り
、
先
の
戦
争
へ
の
無
反

省
の
政
治
に
対
す
る
沖
縄
県
民

の
島
ぐ
る
み
の
闘
い
と
国
民
の

運
動
は
、
国
民
が
起
ち
上
が
れ

ば
、
政
治
を
動
か
す
こ
と
が
で

き
る
、
主
権
者
は
国
民
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

新
基
地
建
設
を
許
す
な
、
平

和
と
く
ら
し
を
守
ろ
う
。
二
〇

〇
八
年
は
新
し
い
政
治
へ
の
転

換
を
目
指
す
激
動
の
年
、
歴
史

の
節
目
の
年
と
な
る
で
し
ょ
う
。

日
本
共
産
党
は
、
今
年
を
希

望
の
年
に
す
る
た
め
に
、
予
想

さ
れ
る
解
散
総
選
挙
と
県
議
選

挙
で
の
躍
進
、
那
覇
市
長
選
挙

で
の
革
新
市
政
誕
生
を
目
指
し
、

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
全
力
で

頑
張
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。
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団　長

松田 義之
副 団 長

大浜 安史
幹 事 長

翁長 俊英

政務会長

糸数 昌洋
会　計

大浜 美早江

喜舎場 盛 三 桑江 豊

団　長

渡久地 修
副 団 長

大城 朝助
幹 事 長

湧川 朝渉

会計責任者

我如古 一郎古堅 茂治 比嘉 瑞己

（17人）

（７人）（６人）



平成20年（2008年）１月15日 第175号（3）な は 市 議 会 だ よ り〔会派のあいさつ・写真で見る市議会〕

社
社
連
合

■
会
派
の
モ
ッ
ト
ー

平
和
憲
法
を
守
り
、
憲
法
の
精

神
を
教
育
・
暮
ら
し
・
福
祉
に

活
か
す
政
治
を
目
指
し
ま
す
。

■
会
派
の
抱
負

市
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
中
は
、
私
た
ち
社
大
党
と

社
民
党
で
構
成
す
る
社
社
連
合

会
派
の
議
会
活
動
に
対
し
、
ご

支
援
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
て
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
昨
年
、
政
府
は
、
歴
史

教
科
書
の
書
き
換
え
に
対
し
、

「
検
定
意
見
の
撤
回
」
と
「
記
述

の
回
復
」
を
求
め
る
全
県
民
的

声
を
無
視
し
て
、
教
科
書
会
社

の
訂
正
申
請
で
済
ま
そ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、「
検
定
意
見
の
撤

回
」
は
全
県
民
の
総
意
で
す
。

一
方
、
那
覇
市
で
は
、
市
立

病
院
の
独
立
法
人
化
や
新
都
心

お
も
ろ
ま
ち
の
市
庁
舎
建
設
候

補
地
の
用
途
変
更
、
売
却
等
の

問
題
が
あ
り
、
我
が
会
派
は
、

市
民
の
視
点
か
ら
、
し
っ
か
り

行
政
の
問
題
点
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

自
由
民
主
党
・
市
民
の
会

■
会
派
の
モ
ッ
ト
ー

社
会
の
富
が
個
人
の
幸
福
と
一

致
し
な
い
こ
と
が
格
差
問
題
の

本
質
で
、
こ
の
解
決
を
図
る
。

■
会
派
の
抱
負

市
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
た
ち
自
由
民
主
党
・
市
民
の

会
は
、
今
年
も
翁
長
雄
志
市
長

と
共
に
誇
れ
る
都
市
づ
く
り
に

全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

翁
長
市
政
は
、
発
足
か
ら
七

カ
年
余
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の

間
、
那
覇
市
政
の
歴
史
に
類
を

見
な
い
決
断
と
実
行
の
「
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
政
策
の
展
開
」
を

見
せ
ま
し
た
。
那
覇
市
に
と
っ

て
観
光
客
一
千
万
人
時
代
や
、

那
覇
空
港
の
沖
合
展
開
、
米
軍

再
編
に
よ
る
嘉
手
納
以
南
の
米

軍
基
地
千
五
百

の
返
還
に
向

け
、
本
市
は
、
本
物
の
リ
ー
ダ

ー
を
必
要
と
し
ま
す
。

「
一
つ
の
国
で
も
優
れ
た
指

導
者
が
お
れ
ば
栄
え
、
指
導
者

に
人
材
を
得
な
け
れ
ば
発
展
は

な
い
。
会
社
で
も
社
長
次
第
で

そ
う
ぞ
う

■
会
派
の
モ
ッ
ト
ー

市
民
の
信
頼
と
負
託
に
応
え
る

た
め
、
従
来
の
保
革
の
概
念
や

与
野
党
の
枠
か
ら
脱
却
す
る
。

■
会
派
の
抱
負
　
　

市
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
政
党
そ
う
ぞ
う
の
活

動
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
新
年
の
本
市
で
は
、

市
営
住
宅
や
学
校
等
の
老
朽
化

し
た
建
物
の
計
画
的
改
築
の
推

進
と
、
資
源
ご
み
の
売
却
益
の

一
部
積
立
て
で
市
民
の
環
境
学

習
等
に
活
用
す
る
新
し
い
二
つ

の
基
金
が
設
立
さ
れ
ま
す
。

我
が
党
派
は
、
特
に
次
代
を

担
う
子
供
た
ち
の
学
力
問
題
及

び
児
童
虐
待
問
題
等
の
解
決
に

向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご

多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

民
主
ク
ラ
ブ

■
会
派
の
モ
ッ
ト
ー

「
市
民
の
生
活
が
第
一
」
と
い
う

理
念
の
も
と
、
現
場
の
声
を
大

切
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
会
派
の
抱
負

市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、
新

年
が
、
す
ば
ら
し
い
一
年
と
な

る
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
も
市
民
の
皆
様
が
夢

と
希
望
の
持
て
る
よ
う
な
社
会

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ

く
り
」
と
い
う
視
点
で
、
と
り

わ
け
、
将
来
の
那
覇
を
担
う
子

供
た
ち
を
育
む
た
め
の
政
策
に

力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
、
市
民
の
皆
様
の
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

良
く
も
悪
く
も
な
る
。」

市
民
の
皆
様
、
今
年
も
翁
長

雄
志
市
長
を
先
頭
に
誇
れ
る
都

市
づ
く
り
に
、
ま
い
進
し
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

会　長

比嘉 憲次郎
副 会 長

崎山 嗣幸

幹 事 長

多和田 栄子
会　計

平良 識子

幹 事 長

玉城 仁章
総務局長

宮國 恵徳
会　長

座覇 政為

顧問相談役

唐真 弘安
政調会長

与儀 清春

会　長

玉城 彰上里 直司

会　長

洲鎌 忠
幹 事 長

久高 友弘

「
市
議
会
だ
よ
り
」
と
「
会
議
録
」
は
、
那
覇
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
11
月
臨
時
会
・
12
月
定
例
会
の
会
議
録
は
、
２
月
中
旬

に
発
行
予
定
で
す
。

２
月
定
例
会
は
２
月
19
日
開
会
予
定
で
す
。

沖縄戦「集団自決」教科書検定の展

示会を議会ロビーで開催（6/11－25） 

路上喫煙防止条例の普及啓発の国際

通りパレード（3/29）…条例施行４月１日 

国保交付金交付不足額全額補てん

を舛添大臣ら国に直接要請（12/19－20） 

新庁舎建設特別委員会の県内他市庁舎

視察（4/29）…８月に市長へ決議要請 

議場で議長選挙など投票風景（8/15） 

…安慶田議長、崎山副議長が当選 

那覇空港での中華航空機爆発炎上

事故現場視察（総務常任委員会８/24） 

安里川はんらん原因をさぐる現場視

察（総務及び建設常任委員会８/16） 

老朽化した泊小学校体育館現場視察（教

育福祉常任委員会 ６/20）…陳情審査 

壺川漁港船揚場の土砂堆積現場視察（厚

生経済常任委員会６/19）…陳情審査 

教科書検定意見撤回を求める県民

大会に県民と共に全議員参加（9/29） 

ha

（４人）（４人）

（２人） （３人）



平成20年（2008年）１月15日 第175号（4）な は 市 議 会 だ よ り〔定例会の概要・代表質問〕

一
、
①
売
却
の
経
緯
②
都
市
計

画
変
更
手
続
は
正
当
だ
っ
た
か

③
事
業
計
画
の
一
部
見
直
し
検

討
等
誠
意
に
対
処
す
べ
き
。

二
、
①
私
立
保
育
園
へ
の
賠
償

責
任
保
険
料
の
市
負
担
は
継
続

す
べ
き
②
五
歳
児
保
育
拡
充
を
。

□
市
長
・
関
係
部
長

一
、
①
昭
和
五
十
九
〜
平
成
二

年
に
土
地
開
発
公
社
が
用
地
取

得
。
五
年
四
月
に
新
庁
舎
位
置

選
定
審
議
会
は
新
都
心
地
区
へ

の
建
設
を
答
申
。
市
の
財
政
難

等
か
ら
建
設
に
至
ら
ず
。
十
七

年
度
公
社
経
営
健
全
化
計
画
を

策
定
し
、
民
間
事
業
者
に
よ
る

有
効
利
用
を
目
的
に
公
社
か
ら

土
地
取
得
。
十
八
年
六
月
議
会

で
土
地
売
却
方
針
表
明
。
同
年

七
月
新
庁
舎
建
設
見
直
し
を
市

長
記
者
会
見
で
発
表
。
ま
た
地

主
協
議
会
代
表
等
に
説
明
会
を

実
施
。
同
年
九
月
公
募
を
開
始
。

事
業
者
選
定
委
員
会
の
答
申
を

受
け
優
先
交
渉
権
者
を
決
定
。

地
域
再
生
計
画
を

策
定
し
、
十
九
年

七
月
内
閣
総
理
大

臣
認
可
受
け
る
。

②
那
覇
市
総
合
計

画
等
の
各
種
上
位

計
画
で
は
商
業
業

務
地
区
の
位
置
づ

け
。
事
業
の
実
現

性
を
踏
ま
え
た
用

途
地
域
変
更
で
正

当
な
手
続
き
と
考

え
る
。

③
事
業
計
画
の
見
直
し
は
事
業

予
定
者
と
の
調
整
が
必
要
で
事

業
採
算
性
の
問
題
も
想
定
さ
れ

る
が
、
地
域
の
要
請
も
踏
ま
え

で
き
る
限
り
強
く
要
望
し
て
い

る
。
建
物
の
高
さ
は
首
里
城
へ

の
配
慮
を
強
く
要
求
し
た
い
。

二
、
①
新
年
度
予
算
編
成
で
継

続
に
努
め
た
い
。
②
全
体
的
な

入
所
及
び
各
保
育
園
の
定
員
拡

大
を
進
め
る
中
で
検
討
し
た
い
。

新
都
心
地
区
の
市
役
所
移
転
用
地
の
売
却

自
民
・
無
所
属
連
合

金
　
城
　
　
　
徹

一
、
①
公
社
経
営
健
全
化
計
画

の
状
況
②
翁
長
市
長
就
任
後
の

塩
漬
け
土
地
の
解
消
と
見
通
し
。

二
、
旧
軍
飛
行
場
用
地
問
題
で

①
去
る
十
一
月
六
日
開
催
の
旧

軍
飛
行
場
問
題
県
・
市
町
村
連

絡
調
整
会
議
で
の
確
認
事
項
②

本
市
の
今
後
の
取
り
組
み
。

□
市
長
・
関
係
部
長

一
、
①
本
市
は
、
平
成
十
六
年

に
公
社
経
営
健
全
化
計
画
を
沖

縄
県
に
提
出
。
翌
年
六
月
に
同

計
画
の
団
体
指
定
。
平
成
十
七

〜
二
十
一
年
度
ま
で
起
債
適
用

等
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
。

②
公
社
保
有
土
地
の
帳
簿
価
格

は
、
平
成
四
年
の
約
三
百
二
十

七
億
円
が
最
高
。
市
長
就
任
の

十
二
年
度
で
約
二
百
六
十
三
億

円
余
で
あ
っ
た
。
十
六
年
度
に

銘
苅
小
学
校
等
用
地
を
取
得
し

同
年
度
末
で
約
百
九
十
一
億
円

ま
で
減
少
。
十
七
年
度
以
降
、

元
庁
舎
候
補
地
等
を
取
得
。
現

在
約
百
二
十
一
億
円
と
市
長
就

任
時
よ
り
半
減
。
二
十
年
度
に

小
禄
金
城
地
区
の
保
健
セ
ン
タ

ー
用
地
等
を
取
得
す
る
。
平
成

土
地
開
発
公
社
の
塩
漬
け
土
地
の
解
消
は

自
民
・
無
所
属
連
合

瀬
　
長
　
　
　
清

二
十
二
年
度
ま
で
に
公
社
長
期

保
有
土
地
を
ほ
ぼ
解
消
す
る
計

画
。

二
、
①
団
体
方
式
で
の
解
決
策
、

条
件
の
整
っ
た
市
町
村
か
ら
先

行
的
に
事
業
実
施
に
取
り
組
む
、

地
主
会
へ
の
団
体
方
式
で
の
合

意
呼
び
か
け
、
平
成
二
十
一
年

度
予
算
化
に
向
け
た
国
へ
の
説

明
や
県
選
出
国
会
議
員
へ
の
支

援
要
請
等
を
進
め
る
。
②
十
月

に
事
業
案
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
て
検
討
中
。
今
後
と
も
国

の
状
況
を
見
て
平
成
二
十
一
年

度
の
旧
軍
事
業
の
予
算
化
に
向

け
、
県
や
関
係
地
主
会
と
連
携

し
、
取
り
組
み
た
い
。

①
検
討
委
員
会
の
状
況
と
県
の

考
え
方
②
ル
ー
ト
決
定
プ
ロ
セ

ス
と
住
民
意
向
の
反
映
は
③
乗

客
数
拡
大
と
経
営
改
善

□
副
市
長
・
関
係
部
長

①
委
員
会
で
は
福
祉
セ
ン
タ
ー

改
良
案
と
浦
添
ル
ー
ト
案
を
利

便
性
、
経
営
採
算
性
等
で
総
合

評
価
し
浦
添
ル
ー
ト
案
が
や
や

優
位
だ
が
、
最
終
的
に
来
年
三

月
に
決
定
す
る
。
県
で
は
パ
ブ

リ
ッ
ク
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト

（
Ｐ
Ｉ
）
を
実
施
し
、
次
回
委

員
会
で
の
延
長
ル
ー
ト
案
決
定

を
受
け
、
関
係
機
関
と
の
綿
密

な
協
議
を
経
て
最
終
的
に
行
政

の
責
任
で
ル
ー
ト
を
決
定
す
る

と
の
こ
と
。
②
Ｐ
Ｉ
対
象
は
、

利
用
者
や
各
種
団
体
等
で
、
今

月
中
旬
〜
来
年
一
月
末
の
約
一

ヵ
月
半
実
施
。
ま
た
市
役
所
等

で
の
パ
ネ
ル
展
等
で
情
報
提
供

に
努
め
意
見
収
集
し
ル
ー
ト
決

定
の
参
考
に
す
る
。
③
モ
ノ
レ

ー
ル
会
社
で
は
、
定
期
券
の
利

用
促
進
や
貸
切
特
別
列
車
運
行

等
に
取
り
組
み
中
。
ま
た
駅
周

辺
催
し
物
の
際
、
臨
時
ダ
イ
ヤ

モ
ノ
レ
ー
ル
の
ル
ー
ト
延
長
と
乗
客
数
拡
大

自
民
・
無
所
属
連
合

山
　
内
　
盛
　
三

の
設
定
等
、
今
後
も
積
極
的
に

対
応
し
た
い
。
本
市
で
も
沿
線

事
業
等
を
計
画
的
に
整
備
推
進

す
る
と
と
も
に
民
間
沿
線
開
発

も
誘
導
促
進
し
、
安
定
的
な
乗

客
数
増
加
に
つ
な
げ
た
い
。

平
成
十
八
年
度
の
営
業
利
益

は
前
年
度
よ
り
増
収
だ
が
、
減

価
償
却
費
を
含
む
営
業
費
は
営

業
収
益
を
上
回
り
赤
字
。
会
社

で
は
十
八
年
度
に
中
・
長
期
経

営
計
画
を
策
定
、
経
営
改
善
を

着
実
に
進
め
て
い
る
。
安
全
で

良
質
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

継
続
に
向
け
、
県
と
那
覇
市
が

一
体
と
な
っ
て
行
政
の
支
援
策

を
適
宜
実
施
し
た
い
。

一
、
①
本
市
小
中
学
校
の
成
績

は
全
国
平
均
・
県
平
均
に
比
較

し
ど
う
か
②
そ
の
分
析
と
対
策

二
、
資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
行

為
の
市
及
び
市
民
へ
の
デ
メ
リ

ッ
ト
は
何
か
。

□
市
長
・
教
育
長

一
、
①
小
中
学
校
と
も
全
教
科

で
県
平
均
正
答
率
を
上
回
り
、

小
学
校
で
は
全
国
平
均
正
答
率

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
沖
縄
県
最
下
位
対
策
は

自
民
・
無
所
属
連
合

屋
　
良
　
栄
　
作

おもろまちの元庁舎建設予定地

を
上
回
っ
た
の
が
八
校
だ
っ
た
。

②
県
平
均
は
小
学
校
で
約
七
点
、

中
学
校
で
約
十
点
全
国
平
均
を

下
回
っ
た
が
、
昭
和
三
十
四
年

の
全
国
調
査
で
は
、
小
学
校
で

約
十
七
点
、
中
学
校
で
約
十
五

点
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
お
り
、

以
前
の
状
況
よ
り
向
上
と
考
え

ら
れ
る
。
今
回
の
結
果
は
達
成

十
二
月
四
日
、
本
会
議
初
日

は
、
平
成
十
八
年
度
決
算
議
案

等
九
件
が
上
程
、
市
長
か
ら
は

三
十
一
件
の
議
案
を
提
案
。

市
街
地
再
開
発
事
業
特
別
会

計
決
算
議
案
で
我
如
古
一
郎
議

員
が
反
対
討
論
後
、
賛
成
多
数

で
認
定
、
そ
の
他
は
全
会
一
致

で
認
定
・
可
決
さ
れ
た
。

十
七
日
本
会
議
冒
頭
に
屋
良

栄
作
議
員
及
び
與
儀
實
司
議
員

か
ら
、
国
民
健
康
保
険
特
別
調

整
交
付
金
の
交
付
不
足
額
全
額

補
て
ん
を
求
め
る
意
見
書
案
が

提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
。

要
請
団
が
二
十
日
に
関
係
行
政

機
関
等
に
直
接
要
請
し
た
。

【
８
面
参
照
】

ま
た
、
お
も
ろ
ま
ち
一
丁
目

一
番
の
土
地
売
却
議
案
で
は
、

上
里
直
司
議
員
、
古
堅
茂
治
議

員
、
湧
川
朝
渉
議
員
か
ら
「
な

ぜ
仮
契
約
を
締
結
し
て
な
い
の

か
。
第
二
種
住
居
地
域
の
不
動

産
鑑
定
で
の
最
低
売
却
価
格
設

定
だ
が
、
用
途
変
更
後
の
近
隣

商
業
地
域
で
評
価
し
売
却
す
べ

き
」
と
の
質
疑
等
に
対
し
、
当

局
か
ら
、
「
多
目
的
広
場
条
例

廃
止
前
の
契
約
は
不
可
能
。
募

集
要
項
の
基
本
的
事
項
は
変
更

で
き
ず
最
低
売
却
価
格
も
そ
れ

に
あ
た
る
」
と
答
弁
。
そ
の
後

人
事
案
件
を
全
会
一
致
で
可
決
、

他
の
議
案
は
所
管
の
常
任
委
員

会
へ
付
託
さ
れ
た
。

二
十
五
日
の
最
終
本
会
議

に
屋
良
栄
作
議
員
及
び
與
儀
實

司
議
員
か
ら
未
成
年
者
の
飲
酒

防
止
緊
急
決
議
や
教
科
書
検
定
、

大
浜
美
早
江
議
員
及
び
高
良
正

幸
議
員
か
ら
義
務
教
育
国
庫
負

担
制
度
の
堅
持
、
瀬
長
清
議
員

及
び
比
嘉
憲
次
郎
議
員
か
ら
道

路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
延
長

の
各
意
見
書
案
が
提
出
さ
れ
、

二
件
は
全
会
一
致
（
道
路
特
定

財
源
意
見
書
案
は
賛
成
多
数
）

で
可
決
さ
れ
た
。

市
立
病
院
の
地
方
独
法
化
関

連
の
条
例
制
定
案
で
比
嘉
瑞
己

議
員
が
反
対
、
知
念
博
議
員
は

賛
成
。
お
も
ろ
ま
ち
の
多
目
的

広
場
条
例
の
廃
止
案
で
古
堅
茂

治
議
員
が
反
対
、
大
浜
安
史
議

員
が
賛
成
。
お
も
ろ
ま
ち
の
土

地
売
却
議
案
で
、
崎
山
嗣
幸
議

員
・
上
里
直
司
議
員
・
古
堅
茂

治
議
員
が
反
対
、
喜
舎
場
盛
三

議
員
・
洲
鎌
忠
議
員
・
金
城
徹

議
員
は
賛
成
。
旭
橋
駅
周
辺
再

開
発
事
業
関
連
市
街
地
再
開
発

特
別
会
計
案
で
我
如
古
一
郎
議

員
が
反
対
。
大
名
保
育
所
民
営

化
に
伴
う
条
例
廃
止
や
そ
の
建

物
無
償
譲
渡
案
で
、
比
嘉
瑞
己

議
員
が
反
対
、
高
良
正
幸
議
員

は
賛
成
。
資
源
ご
み
抜
き
取
り

禁
止
等
の
条
例
改
正
案
で
比
嘉

憲
次
郎
議
員
・
大
城
朝
助
議
員

が
反
対
、
桑
江
豊
議
員
は
賛
成
。

一
般
会
計
補
正
予
算
案
は
平
良

識
子
議
員
・
古
堅
茂
治
議
員
が

反
対
、
松
川
靖
議
員
は
賛
成
。

以
上
の
賛
否
討
論
が
行
わ
れ
た
。

各
討
論
後
、
採
決
の
結
果
、

い
ず
れ
の
議
案
も
賛
成
多
数
で

可
決
。
石
嶺
市
営
住
宅
建
築
工

事
契
約
議
案
（
継
続
審
査
）
を

除
く
そ
の
他
の
議
案
は
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
、
六
件
の
陳
情

が
採
択
。
さ
ら
に
、
市
長
か
ら

は
監
査
委
員
の
選
任
議
案
が
提

案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
同
意
。

総
務
常
任
委
員
会

お
も
ろ
ま
ち
土
地
処
分
の
議

案
審
査
に
先
立
ち
、
事
業
計
画

全
面
見
直
し
と
近
隣
住
民
同
意

を
得
な
い
限
り
土
地
売
却
契
約

は
し
な
い
よ
う
求
め
た
陳
情
者

か
ら
意
見
聴
取
を
行
っ
た
。

委
員
間
で
「
周
辺
住
民
等
の

合
意
な
し
の
民
間
売
却
は
行
政

の
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
な

い
」
と
の
反
対
、「
地
域
経
済
の

活
性
化
や
雇
用
創
出
の
観
点
か

ら
当
該
土
地
は
民
間
へ
売
却
す

べ
き
」
と
の
賛
成
に
意
見
が
分

か
れ
本
案
は
賛
成
多
数
で
可
決
。

建
設
常
任
委
員
会

市
街
地
再
開
発
特
別
会
計
補

正
予
算
議
案
に
関
し
委
員
か
ら

「
旭
橋
駅
周
辺
市
街
地
再
開
発

事
業
の
民
間
へ
の
補
助
金
は
や

め
る
べ
き
」
と
の
反
対
討
論
後
、

本
案
は
賛
成
多
数
で
可
決
。

な
お
、
石
嶺
市
営
住
宅
建
築

議
案
は
、
二
十
五
日
に
再
審
査

さ
れ
継
続
審
査
と
な
っ
た
。

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

大
名
保
育
所
民
営
化
と
そ
の

建
物
を
民
間
へ
無
償
譲
渡
す
る

議
案
で
は
、
「
民
営
化
で
待
機

児
童
は
解
消
す
る
か
」
と
の
委

員
質
疑
に
、
当
局
か
ら
「
同
収

容
定
員
は
変
わ
ら
な
い
が
、
結

果
と
し
て
次
年
度
の
保
育
所
拡

充
（
二
カ
所
）
で
百
五
十
人
の

定
員
増
を
見
込
む
」
と
の
答
弁
、

本
案
は
賛
成
多
数
で
可
決
。

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

資
源
ご
み
抜
き
取
り
を
禁
止

の
条
例
改
正
議
案
で
は
、
委
員

か
ら
「
抜
き
取
り
を
す
る
高
齢

者
へ
の
条
件
整
備
が
不
十
分
で

改
正
に
反
対
」
と
の
討
論
後
、

本
案
は
全
会
一
致
で
可
決
。

12月 12月 

定
例
会 

●
国
保
特
別
調
整
交
付
金
の
不
足
額
全
額
補
て
ん
を
求
め
る
な
ど
、
二
件

の
意
見
書
と
未
成
年
者
飲
酒
防
止
の
緊
急
決
議
を
全
会
一
致
で
可
決 

●
石
嶺
市
営
住
宅
第
二
期
建
替
工
事
（
建
築
二
工
区
）
契
約
議
案
は
継

続
審
査 

会
議
の
概
要

会
派
代
表
の
賛
否
討
論
交
わ
さ
れ
る

常
任
委
員
会
の
概
要
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一
、
仕
事
や
家
事
も
せ
ず
在
学

や
通
学
も
し
て
い
な
い
、
い
わ

ゆ
る
ニ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
人
た

ち
は
、
本
県
で
は
二
万
五
千
人

か
ら
三
万
人
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
ニ
ー
ト
に
な
る
原
因
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ

る
か
。
ま
た
、
本
市
に
お
い
て
、

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
開
設
で
き
な
い
か
。

二
、
三
歳
児
健
診
か
ら
就
学
前

健
診
ま
で
の
期
間
の
空
き
は
発

達
障
害
の
発
見
に
と
っ
て
重
要

な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
最
近

で
は
五
歳
児
健
診
を
導
入
し
て

い
る
自
治
体
も
増
え
て
き
て
い

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

□
関
係
部
長

一
、
ニ
ー
ト
に
な
る
原
因
は
い

ろ
い
ろ
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

学
校
教
育
段
階
で
の
つ
ま
づ
き

や
対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
苦
手
意
識
、
職
場
の
人
間
関

係
の
ト
ラ
ブ
ル
、
未
成
熟
な
職

業
観
や
勤
労
観
、
ま
た
、
幼
少

期
か
ら
の
家
庭
教
育
の
あ
り
方

な
ど
も
大
き
な
要
因
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。

本
事
業
は
、
地
方
公
共
団
体

の
推
薦
に
基
づ
き
、
国
が
各
地

域
で
若
者
支
援
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
民
間
団
体
等
に

事
業
委
託
を
行
う
方
式
で
あ
る
。

市
内
に
こ
う
し
た
民
間
団
体
等

が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
行
政
の

体
制
や
費
用
負
担
等
も
あ
る
の

か
ど
う
か
も
含
め
て
、
事
業
内

容
を
詳
し
く
調
査
し
た
上
で
、

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
設
を

公
明
党喜

舎
場
　
盛
　
三

一
、
用
途
地
域
変
更
は
優
先
交

渉
権
者
の
事
業
計
画
に
応
え
る

た
め
の
も
の
で
は
な
い
か
。

二
、
容
積
率
が
変
更
さ
れ
た
の

で
、
改
め
て
不
動
産
鑑
定
を
し

て
評
価
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

三
、
市
民
の
反
対
の
声
が
多
い

売
却
計
画
は
中
止
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

□
関
係
部
長

一
、
県
や
本
市
の
各
種
上
位
計

画
で
の
位
置
づ
け
や
事
業
の
実

現
性
を
踏
ま
え
た
上
で
の
用
途

地
域
変
更
で
あ
り
、
優
先
交
渉

権
者
の
事
業
計
画
に
応
え
る
た

め
の
変
更
で
は
な
い
。

二
、
価
格
の
競
争
要
件
も
事
業

者
選
定
に
お
い
て
加
味
し
て
お

お
も
ろ
ま
ち
の
元
庁
舎
建
設
候
補
地
の
売
却
計
画

日
本
共
産
党

大
　
城
　
朝
　
助

一
、
認
可
保
育
園
の
園
児
に
対

す
る
賠
償
責
任
保
険
は
市
の
責

任
で
継
続
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

二
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は

中
止
、
凍
結
を
求
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

三
、
生
活
保
護
の
冬
季
加
算
廃

止
を
本
市
が
提
案
し
た
こ
と
は
、

保
護
制
度
を
否
定
す
る
も
の
で

は
な
い
か
。

□
関
係
部
長

一
、
賠
償
責
任
保

険
料
は
、
予
算
編

成
に
向
け
、
継
続

で
き
る
よ
う
努
め

た
い
。
児
童
福
祉

法
の
保
育
の
実
施

義
務
に
基
づ
き
、

本
市
も
責
任
の
一

端
は
当
然
担
っ
て

い
く
べ
き
も
の
だ

と
認
識
し
て
い
る
。

二
、
す
で
に
法
律

に
基
づ
き
広
域
連
合
が
設
立
さ

れ
、
平
成
二
十
年
度
の
制
度
発

足
に
向
け
、
準
備
を
進
め
る
こ

と
が
行
政
の
務
め
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

三
、
暖
房
費
と
し
て
の
冬
季
加

算
は
、
亜
熱
帯
で
あ
る
本
県
の

気
候
特
性
に
合
致
し
な
い
も
の

と
考
え
、
県
に
検
討
を
依
頼
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

認
可
保
育
園
に
対
す
る
賠
償
責
任
保
険

日
本
共
産
党

我
如
古
　
一
　
郎

ナ
ー
チ
ュ
ー
毛
古
墓
群
の
埋

蔵
文
化
財
発
掘
に
関
し
て
、
文

化
財
課
の
対
応
に
納
得
で
き
な

い
市
民
が
い
る
。
九
月
定
例
会

に
引
き
続
き
、
祖
慶
家
の
蔵
骨

器
の
出
土
が
二
号
墓
か
ら
で
あ

る
と
の
文
化
財
課
の
主
張
に
対

す
る
疑
問
点
を
質
問
し
た
い
。

ナ
ー
チ
ュ
ー
毛
古
墓
群
の
発

掘
調
査
に
お
い
て
、
発
掘
作
業

員
は
七
十
人
い
た
と
い
う
が
、

臨
時
職
員
の
二
人
以
外
、
誰
も

出
土
し
た
蔵
骨
器
の
こ
と
を
知

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

平
成
元
年
に
沖
縄
県
土
地
開
発

公
社
が
安
謝
前
東
原
四
百
五
十

番
地
の
土
地
を
買
い
取
っ
た
と

き
、
二
号
墓
は
原
野
で
な
く
、

埋
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

□
関
係
部
長

発
掘
作
業
に
て
、
野
帳
（
調

査
の
備
忘
の
た
め
の
手
帳
）
の

記
入
は
作
業
員
の
仕
事
で
は
な

く
、
発
掘
作
業
員
は
蔵
骨
器
を

現
認
し
た
と
思
う
が
、
証
拠
は

な
い
。
ま
た
、
一
九
八
四
年
に

発
行
さ
れ
た
那
覇
出
版
社
の

「
航
空
写
真
地
図
大
那
覇
市
」

の
写
真
を
見
る
限
り
、
ナ
ー
チ

ュ
ー
毛
古
墓
群
第
二
号
墓
付
近

の
土
地
は
埋
ま
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
ま
た
、
沖
縄
県
開

発
公
社
が
土
地
を
買
い
取
っ
た

当
時
の
登
記
簿
を
見
る
と
、
原

野
と
し
て
登
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
墓
地
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

文
化
財
発
掘
調
査
へ
の
対
応
問
題

自
由
民
主
党
・
市
民
の
会

久
　
高
　
友
　
弘

一
、
お
も
ろ
ま
ち
一
丁
目
一
番

地
区
の
計
画
変
更
は
、
庁
舎
建

設
を
心
待
ち
に
し
て
き
た
住
民

の
期
待
を
裏
切
り
、
そ
の
生
活

環
境
を
脅
か
す
も
の
で
あ
る
。

市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
と
し
て
、
も
っ
と
地
域
住
民

の
声
を
聞
く
べ
き
だ
。
跡
地
利

用
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る

な
ど
、
軍
用
地
跡
地
利
用
事
業

の
モ
デ
ル
と
な
る
べ
き
で
あ
る

が
、
拙
速
す
ぎ
る
や
り
方
は
悪

し
き
前
例
で
は
な
い
か
。

二
、
認
可
保
育
園
賠
償
責
任
保

険
の
予
算
が
次
年
度
か
ら
削
除

さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
子
供

の
安
全
と
安
心
を
確
保
す
る
た

め
に
、
継
続
し
て
予
算
が
付
く

こ
と
を
要
望
す
る
。

□
市
長
・
関
係
部
長

一
、
庁
舎
建
設
は
断
念
し
て
も
、

そ
れ
を
期
待
し
た
効
果
以
上
の

も
の
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
事

業
提
案
募
集
を
行
い
、
地
域
再

生
計
画
を
策
定
し
た
。
新
都
心

地
区
及
び
本
市
の
地
域
経
済
、

雇
用
等
の
活
性
化
に
貢
献
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

跡
地
利
用
で
地
域
住
民
の
声
を
聞
く
べ
き

社
社
連
合

多
和
田
　
栄
　
子

一
、
市
立
図
書
館
の

開
館
時
間
が
、
な
ぜ

午
前
九
時
三
十
分
な

の
か
。
少
な
く
と
も

九
時
に
は
開
館
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
ぜ

ひ
改
善
し
て
も
ら
い

た
い
。

二
、
移
動
図
書
館
の

経
費
は
、
ど
れ
だ
け

か
。
ま
た
、
次
年
度

か
ら
同
館
を
廃
止
の

予
定
だ
が
、
利
用
者
は
、
そ
れ

に
代
わ
る
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
の
か
。

□
関
係
部
長

一
、
開
館
時
間
を
例
え
ば
、
午

前
九
時
に
し
た
場
合
、
多
く
の

利
用
者
が
い
る
か
な
ど
の
状
況

も
想
定
で
き
れ
ば
、
そ
れ
を
検

討
し
て
開
館
時
間
を
早
め
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
研
究

し
て
み
た
い
と
思
う
。

二
、
人
件
費
を
除
く
と
、
五
百

二
十
万
円
。
人
件
費
を
含
め
て

千
八
百
万
円
で
あ
る
。
財
政
的

に
厳
し
い
中
、
移
動
図
書
館
の

廃
止
後
の
サ
ー
ビ
ス
を
、
い
ろ

い
ろ
提
起
し
た
が
、
な
か
な
か

認
め
ら
れ
な
い
状
況
が
あ
る
。

そ
の
中
で
、
一
定
の
地
域
、

職
場
の
方
々
に
一
定
期
間
、
団

体
貸
し
出
し
な
ど
を
実
施
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

図
書
館
の
開
館
時
間
を
早
く
で
き
な
い
か

そ
う
ぞ
う

座
　
覇
　
政
　
為

市
有
地
の
売
却
に
関
わ
る

様
々
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、
住
民
の
合
意
が
得
ら

れ
る
よ
う
な
事
業
計
画
へ
と
修

正
を
求
め
る
考
え
は
な
い
か
。

□
関
係
部
長

今
後
の
事
業
進
行
に
は
、
事

業
予
定
者
に
て
、
地
元
住
民
を

含
め
た
対
話
の
場
を
設
け
る
よ

う
検
討
さ
せ
て
い
る
。
市
と
し

て
も
、
地
域
の
皆
様
へ
の
説

明
・
対
話
の
場
を
設
け
る
考
え

で
あ
る
。
事
業
計
画
の
修
正
に

は
、
事
業
予
定
者
と
の
調
整
が

必
要
で
、
事
業
の
採
算
性
の
問

題
な
ど
も
想
定
さ
れ
る
。

地
域
の
要
請
も
踏
ま
え
、
市

と
し
て
も
出
来
る
限
り
強
く
要

望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
も
ろ
ま
ち
の
市
有
地
売
却
問
題

民
主
ク
ラ
ブ

上
　
里
　
直
　
司

住
民
と
の
話
し
合
い
に
よ
り
、

事
業
計
画
の
さ
ら
な
る
改
善
案

は
見
込
ま
れ
る
の
か
。

□
関
係
部
長

事
業
予
定
者
が
提
案
す
る
事

業
者
、
地
域
住
民
、
行
政
が
話

し
合
う
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

早
期
具
体
化
を
要
望
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
住
民
の
意
見

も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
議
員
提
案
の
住
民
代
表

と
い
う
形
で
協
議
の
場
を
設
け

る
こ
と
も
一
つ
の
有
効
策
と
思

わ
れ
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
よ
う
な
作
業
を
経
て
、

設
計
前
に
も
極
力
住
民
の
意
向

が
反
映
さ
れ
る
よ
う
努
力
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

庁
舎
建
設
予
定
地
の
事
業
計
画
の
今
後

公
明
党糸

　
数
　
昌
　
洋

実
現
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
も

含
め
て
検
討
し
た
い
。

二
、
本
市
で
は
、
現
在
実
施
し

て
い
る
一
歳
六
カ
月
児
健
診
や

三
歳
児
健
診
の
中
で
、
発
達
障

害
の
恐
れ
の
あ
る
児
童
を
問
診

等
で
幅
広
く
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

を
行
い
、
早
期
発
見
に
努
め
、

個
別
支
援
の
必
要
な
児
童
に
は

継
続
的
に
支
援
が
行
え
る
よ
う

母
子
保
健
相
談
指
導
を
充
実
さ

せ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

繁多川図書館内

認可保育園の子どもたち

り
、
事
業
者
選
定
委
員
会
で
の

審
査
、
答
申
も
踏
ま
え
、
最
も

優
秀
な
事
業
者
を
優
先
交
渉
権

者
と
し
て
決
定
し
た
。

三
、
売
却
に
つ
い
て
は
必
要
な

手
続
き
の
も
と
進
め
て
き
て
お

り
、
今
後
と
も
地
域
住
民
に
対

し
て
理
解
を
深
め
る
努
力
を
重

ね
な
が
ら
、
方
針
に
沿
っ
て
計

画
を
進
め
て
い
き
た
い
。

こ
の
計
画
変
更
が
当
初
の
軍

用
地
跡
地
利
用
事
業
の
構
想
や

機
能
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い

と
考
え
る
。
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
周
辺
住
民
と
民

間
事
業
者
の
連
携
を
図
る
。

二
、
子
供
が
心
身
と
も
に
健
や

か
に
育
つ
た
め
に
、
認
可
保
育

園
の
賠
償
責
任
保
険
料
の
予
算

が
継
続
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

度
テ
ス
ト
と
全
国
学
力
調
査
と

の
問
題
傾
向
の
違
い
、
基
礎
学

力
中
心
の
授
業
の
あ
り
方
や
家

庭
学
習
等
の
取
組
状
況
等
が
原

因
と
分
析
。
早
急
な
対
応
策
と

し
て
、
各
教
科
の
分
析
検
討
委

員
会
を
発
足
、
課
題
を
把
握
し
、

年
内
に
は
具
体
的
対
応
策
を
各

学
校
に
提
示
し
、
授
業
改
善
等

に
取
り
組
む
予
定
。

二
、
資
源
ご
み
持
ち
去
り
の
市

民
苦
情
も
多
数
あ
る
。
ま
た
、

ご
み
の
散
乱
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
侵
害
、
不
法
侵
入
等
の
発
生

原
因
に
な
り
、
市
民
生
活
に
悪

影
響
を
与
え
て
い
る
。
ご
み
処

理
の
秩
序
維
持
や
市
民
の
信
頼

を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
今
回
の

条
例
改
正
に
よ
り
市
民
の
行
動

規
範
を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
。
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信
号
機
の
設
置
と
周
辺
の
交
通
安
全
対
策

■
大
浜
美
早
江(

公
明
党)

昨
年
六
月
議
会
で
質
問
し
た
、

お
も
ろ
ま
ち
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
横
の
信
号
機
設
置
の
進
捗

状
況
と
、
泊
小
学
校
周
辺
区
域

等
の
交
通
安
全
対
策
の
取
り
組

み
を
問
う
。

□
関
係
部
長

信
号
機
設
置
の
進
捗
状
況
を

那
覇
警
察
署
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
今
年
度
中
に
設
置
予
定
と

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
周
辺

の
交
通
安
全
対
策
も
、
十
分
な

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

障
害
者
へ
の
就
労
支
援
の
充
実
を

■
比
嘉
瑞
己(

日
本
共
産
党)

真
和
志
支
所
内
「
就
労
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
さ
わ
や
か
」
の

障
害
者
の
た
め
の
ジ
ョ
ブ
コ
ー

チ
の
配
置
は
、
国
の
支
援
も
あ

る
の
で
、
多
く
の
人
員
を
確
保

で
き
る
よ
う
積
極
的
取
り
組
み

を
求
め
る
。

□
関
係
部
長

同
支
援
セ
ン
タ
ー
に
一
人
の

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
を
配
置
し
な
い

と
い
け
な
い
こ
と
に
な
る
。
国

の
制
度
に
よ
り
養
成
さ
れ
る
の

で
、
本
市
の
財
政
負
担
は
な
い
。

法
人
保
育
園
へ
の
支
援

■
崎
山
嗣
幸(

社
社
連
合)

一
、
子
供
た
ち
の
安
全
の
た
め

保
険
制
度
の
確
立
と
保
障
を
継

続
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

二
、
施
設
整
備
助
成
金
、
運
営

補
助
金
は
必
要
不
可
欠
で
は
な

い
か
。

□
関
係
部
長

一
、
新
年
度
の
予
算
編
成
に
向

け
て
継
続
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
。

二
、
経
営
基
盤
の
改
善
、
安
定

化
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
の
で
、

所
期
の
目
的
を
達
成
し
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応

■
大
浜
安
史(

公
明
党)

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
、
二

〇
一
一
年
か
ら
本
格
的
に
ス
タ

ー
ト
す
る
。
市
営
住
宅
や
学
校

等
へ
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

□
関
係
部
長

市
営
住
宅
は
全
て
の
整
備
工

事
を
完
了
し
た
。
市
内
小
中
学

校
、
幼
稚
園
は
テ
レ
ビ
の
備
品

整
備
に
併
せ
て
、
二
〇
一
一
年

に
向
け
て
随
時
行
い
た
い
。
市

内
の
県
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、

二
〇
〇
八
年
度
ま
で
に
は
完
了

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

未
成
年
者
の
飲
酒
問
題
へ
の
対
応
を

■
高
良
正
幸(

自
民
・
無
所
属
連
合)

①
本
市
と
他
市
町
村
と
の
比
較

②
飲
酒
に
よ
る
影
響
③
こ
れ
か

ら
の
対
策
に
つ
い
て

□
関
係
部
長

①
平
成
十
八
年
の
本
市
の
補
導

総
数
に
占
め
る
飲
酒
の
割
合
は

八
・
二
％
で
、
県
内
市
町
村
の

平
均
一
〇
・
七
％
よ
り
低
い
②

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
・
依
存
症
等

や
交
通
事
故
の
可
能
性
、
学
業

へ
の
影
響
な
ど
③
市
民
一
人
一

人
が
未
成
年
者
の
飲
酒
を
許
さ

な
い
意
識
を
高
め
、
具
体
的
・

実
効
的
な
市
民
協
働
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

元
庁
舎
候
補
地
の
超
高
層
ビ
ル
の
建
設
を
問
う

■
古
堅
茂
治(

日
本
共
産
党)

首
里
城
を
見
下
ろ
す
超
高
層

ビ
ル
建
設
と
な
る
土
地
利
用
決

定
に
は
、
琉
球
王
国
の
シ
ン
ボ

ル
・
首
里
城
を
抱
え
、
歴
史
と

文
化
を
守
っ
て
き
た
市
民
の
誇

り
と
県
民
の
魂
が
反
映
さ
れ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

□
関
係
部
長

高
さ
規
制
に
関
す
る
法
令
上

の
問
題
は
な
い
が
、
首
里
城
と

の
高
さ
の
関
係
を
指
摘
す
る
声

も
あ
る
の
で
、
事
業
者
と
の
調

整
を
行
い
、
そ
の
点
へ
の
配
慮
、

再
検
討
を
強
く
要
望
し
て
い
き

た
い
。

御う

茶ち

ゃ

屋や

御
殿

う

ど

ぅ

ん

跡
地
周
辺
の
早
期
整
備

■
玉
城
彰
（
民
主
ク
ラ
ブ
）

以
前
議
会
で
、
跡
地
周
辺
の

公
園
整
備
に
つ
い
て
、
首
里
城

公
園
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
と
質
問
し
た
が
、

そ
の
後
の
取
り
組
み
状
況
。

□
関
係
部
長

昨
年
の
十
二
月
定
例
会
で
の

意
見
書
の
可
決
及
び
関
係
者
の

国
へ
の
要
請
行
動
を
受
け
、

国
・
県
・
市
の
担
当
者
で
構
成

す
る
「
御
茶
屋
御
殿
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
」
を
七
月
に
設
置

し
、
課
題
解
決
を
図
る
た
め
に

実
務
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

新
都
心
公
園
「
沖
縄
の
杜
ゾ
ー
ン
」
整
備
へ
提
案

■
翁
長
俊
英
（
公
明
党
）

こ
の
一
帯
は
、
癒
し
の
空
間

と
し
て
残
さ
れ
た
貴
重
な
自
然

で
あ
る
。
一
方
、
ご
み
の
不
法

投
棄
も
目
立
っ
て

い
る
。
環
境
・
自

然
保
護
の
観
点
か

ら
も
一
日
も
早
く

公
園
整
備
し
、
市

民
に
開
放
す
べ
き
。

全
体
を
フ
ェ
ン
ス

で
囲
む
な
ど
、「
ヤ

ギ
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー

ン
」
と
し
て
ヤ
ギ

の
放
し
飼
い
を
し

て
は
ど
う
か
。

□
関
係
部
長

本
市
に
は
動
物
と
触
れ
合
え

る
公
園
は
皆
無
で
、
ぜ
ひ
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

建
築
基
準
法
改
正
へ
の
対
応
策

■
山
川
典
二(

自
民
・
無
所
属
連
合)

建
築
基
準
法
改
正
で
確
認
審

査
が
厳
格
化
に
よ
り
、
許
可
が

大
幅
に
遅
れ
、
建
設
業
者
の
悲

鳴
も
聞
こ
え
て
く
る
。
本
市
の

対
応
策
を
問
う
。

□
市
長
・
関
係
部
長
　

七
月
か
ら
十
一
月
の
間
で
、

高
さ
二
十
ｍ
を
超
え
る
建
築
物

の
建
築
確
認
数
は
、
依
然
と
し

て
低
迷
し
、
わ
ず
か
三
件
で
あ

る
。
国
で
は
円
滑
な
施
行
の
た

め
、
緩
和
す
る
規
則
改
正
や
建

築
確
認
申
請
支
援
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
本
市
は
、
円
滑
な
運

用
が
図
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

■
湧
川
朝
渉(

日
本
共
産
党)

都
市
計
画
審
議
会
の
「
お
も

ろ
ま
ち
一
丁
目
」
の
用
途
変
更

の
審
議
で
、
な
ぜ
除
斥
す
べ
き

委
員
を
除
斥
せ
ず
に
審
議
し
た

の
か
。
瑕
疵
あ
る
手
続
は
、
や

り
直
す
べ
き
だ
。

□
関
係
部
長

委
員
の
除
斥
申
出
も
な
く
、

そ
の
関
わ
り
が
自
己
・
親
族
の

一
身
上
に
関
す
る
こ
と
で
は
な

い
の
で
、
除
斥
に
は
該
当
し
な

い
。
指
摘
の
委
員
は
、
社
団
法

人
沖
縄
県
建
築
設
計
事
務
所
協

会
の
会
長
と
い
う
立
場
で
就
任

し
て
い
る
。

施
設
内
の
売
店
運
営
に
関
す
る
福
祉
政
策

■
知
念
博
（
自
民
・
無
所
属
連
合
）

新
庁
舎
、
奥
武
山
球
場
内
の

売
店
運
営
は
障
害
者
団
体
等
が

優
先
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

今
後
の
計
画
を
伺
う
。

□
関
係
部
長

新
庁
舎
内
の
売
店
設
置
な
ど

具
体
的
な
機
能
に
つ
い
て
は
、
基

本
構
想
策
定
後
の
基
本
計
画
の

中
で
検
討
す
る
。
奥
武
山
球
場

内
の
一
カ
所
は
障
害
者
団
体
等

が
優
先
し
て
使
用
で
き
る
よ
う

に
、
指
定
管
理
者
公
募
の
条
件

と
し
て
付
す
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

新
都
心
の
交
通
環
境
と
市
庁
舎
旧
候
補
地

■
与
儀
清
春(

自
由
民
主
党
・
市
民
の
会)

新
都
心
地
区
の
交
通
環
境
及

び
「
市
庁
舎
旧
候
補
地
」
用
途

地
域
の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

□
関
係
部
長

交
通
渋
滞
の
問
題
解
決
に
つ

い
て
は
、
国
・
県
・
市
、
通
り

会
な
ど
の
関
係
機
関
、
協
議
会

等
に
お
い
て
、
広
域
的
な
対
策

及
び
新
都
心
独
自
の
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
新
都
心
整
備
方
針
と

容
積
率
や
地
区
計
画
は
整
合
し

て
い
る
と
考
え
る
。

市
営
住
宅
の
建
替
計
画
の
圧
縮
を

■
久
高
将
光(

自
民
・
無
所
属
連
合)

石
嶺
、
久
場
川
、
宇
栄
原
団

地
の
建
替
計
画
は
老
朽
化
の
進

行
や
、
振
興
計
画
の
残
り
期
間

か
ら
も
、
計
画
の
圧
縮
を
検
討

し
な
い
と
い
け
な

い
と
思
う
が
、
見

解
を
伺
う
。

□
副
市
長
・
関
係
　

部
長

補
助
枠
の
さ
ら

な
る
拡
大
の
継
続

的
な
要
請
を
は
じ

め
、
別
事
業
メ
ニ

ュ
ー
等
で
公
営
住

宅
建
設
事
業
に
結

び
つ
く
よ
う
な
話

が
あ
る
よ
う
に
伺
っ
て
い
る
。

何
と
か
英
知
を
結
集
し
て
、

い
い
方
法
を
見
つ
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

古
波
蔵
中
央
通
り
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
進
捗
状
況

■
永
山
盛
廣(

自
民
・
無
所
属
連
合)

古
波
蔵
中
央
通
り
は
、
歩
道

部
分
に
凹
凸
が
多
く
、
大
変
危

険
な
状
態
で
あ
る
。
商
店
街
に

ふ
さ
わ
し
い
道
路
の
改
良
や
交

通
弱
者
に
配
慮
し
た
歩
行
の
安

全
性
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

進
捗
状
況
を
伺
う
。

□
関
係
部
長

今
年
度
の
設
計
委
託
料
の
予
算

が
確
保
で
き
た
こ
と
か
ら
、
今
年

度
内
に
実
施
設
計
に
着
手
、
次
年

度
か
ら
一
部
工
事
に
着
手
し
、
年

次
的
に
整
備
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

超
高
層
ビ
ル
建
設
の
景
観
へ
の
影
響

■
渡
久
地
修
（
日
本
共
産
党
）

新
都
心
に
計
画
の
超
高
層
マ

ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
る
と
首

里
か
ら
の
景
観
は
台
無
し
に
な

る
。
全
面
的
に
議
論
し
直
す
こ

と
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思

う
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

□
市
長

風
格
あ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、

景
観
の
み
の
問
題
で
な
く
、
財

政
改
革
も
含
め
て
経
済
的
な
活

性
化
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
地
域
住
民
か
ら

の
声
も
あ
る
の
で
、
事
業
者
と

話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。

安
心
し
て
住
め
る
那
覇
の
住
居
づ
く
り

■
松
田
義
之
（
公
明
党
）

高
齢
者
な
ど
の
住
宅
弱
者
の

安
定
入
居
を
目
指
し
、
国
は
、

あ
ん
し
ん
賃
貸
支
援
事
業
、
居

住
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
開
始
し
た
。

こ
れ
ら
事
業
推
進
の
た
め
、
住

宅
政
策
等
検
討
委
員
会
及
び
幹

事
会
を
設
置
し
、
全
庁
的
に
協

議
･
検
討
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

内
容
を
伺
う
。

□
関
係
部
長

住
生
活
基
本
計
画
、
市
営
住

宅
ス
ト
ッ
ク
の
効
率
的
・
経
済

的
な
活
用
計
画
及
び
市
営
住
宅

建
替
に
よ
り
創
出
す
る
活
用
用

地
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

な
ぜ
、
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
建
設
を
中
止
す
る
の
か

■
桑
江
豊(

公
明
党)

昨
年
十
二
月
議
会
の
答
弁
を

く
つ
が
え
し
て
宇
栄
原
市
営
住

宅
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
建
設

を
中
止
す
る
の
か
。

□
関
係
部
長

理
由
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
な
ど
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

で
代
替
で
き
る
。
市
営
住
宅
建

替
等
で
居
室
が
、
す
べ
て
バ
リ

ア
フ
リ
ー
仕
様
に
な
る
。
生
活

援
助
員
の
人
件
費
の
市
負
担
、

対
象
者
全
員
が
同
事
業
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
ず
、
公
平
性

を
確
保
で
き
な
い
こ
と
な
ど
で

あ
る
。

用
途
変
更
の
審
議
手
続
に
問
題
は
な
い
か

新都心公園の「沖縄の杜ゾーン」

石嶺市営住宅建替工事の完成予想図
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壺
川
漁
港
浚
せ
つ
工
事
の
取
組
み

■
唐
真
弘
安(

自
由
民
主
党
・
市
民
の
会)

壺
川
漁
港
代
替
船
揚
場
浚
せ

つ
工
事
の
今
後

の
計
画
は
。

□
関
係
部
長

国
・
県
と
の

連
携
を
図
り
、

効
果
的
及
び
効

率
的
な
予
算
執

行
を
確
保
す
る

た
め
、
県
や
南

部
国
道
事
務
所

に
要
望
し
た
。

本
市
で
は
、
平

成
二
十
年
度
の

実
施
計
画
事
業

と
し
て
浚
せ
つ

工
事
の
実
施
設
計
委
託
業
務
費

が
査
定
さ
れ
た
。

「
な
は
の
日
」
の
公
式
制
定
に
向
け
て

■
與
儀
實
司(

自
民
・
無
所
属
連
合)

七
月
八
日
「
な
は
の
日
」
の

公
式
制
定
に
向
け
て
の
取
組
み

を
伺
う
。

□
関
係
部
長

実
行
委
員
会
主
催
事
業
と
関

連
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

公
式
な
制
定
に
向
け
た
判
断
材

料
と
し
て
は
、
社
会
的
認
知
や

市
民
の
声
だ
と
考
え
て
い
る
。

考
慮
す
べ
き
事
情
と
し
て
は
、

五
月
二
十
日
の
市
制
施
行
記
念

日
と
の
関
連
や
、
制
定
手
続
き

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

改
正
雇
用
対
策
法
に
対
す
る
本
市
の
対
応

■
糸
数
昌
洋(

公
明
党)

募
集
・
採
用
時
の
年
齢
制
限

が
禁
止
さ
れ
た
改
正
雇
用
対
策

法
が
施
行
さ
れ
た
が
、
本
市
の

対
応
を
伺
う
。

□
関
係
部
長

本
市
で
は
、
な
は
し
就
職
な

ん
で
も
相
談
セ
ン
タ
ー
で
相
談

対
象
の
年
齢
を
設
け
ず
対
応
し

て
い
る
。
ま
た
、
本
市
定
数
職

員
の
採
用
は
、
受
験
資
格
と
し

て
年
齢
制
限
を
設
け
て
お
り
、

臨
時
・
非
常
勤
職
員
は
、
そ
れ

ぞ
れ
採
用
時
の
年
齢
上
限
を
六

十
歳
未
満
、
六
十
三
歳
未
満
と

し
て
い
る
。

栄
町
地
区
の
地
下
街
構
想

■
玉
城
仁
章(

そ
う
ぞ
う)

栄
町
地
区
に
地
下
街
構
想
は

な
い
か
。

□
関
係
部
長

栄
町
地
区
は
、
関
係
権
利
者

に
よ
り
栄
町
地
区
市
街
地
再
開

発
事
業
促
進
協
議
会
を
設
立
し

て
い
る
。
本
市
も
、
市
街
地
再

開
発
の
手
法
を
念
頭
に
、
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
身
の
丈
に

あ
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
し

て
い
く
が
、
地
下
街
構
想
は
、

莫
大
な
整
備
費
用
が
か
か
る
な

ど
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、

厳
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
推
進
事
業

■
比
嘉
憲
次
郎
（
社
社
連
合
）

資
源
ご
み
抜
き
取
り
禁
止
条

例
に
よ
り
、
ホ
ー
ム
レ
ス
や
生

活
困
窮
者
が
大
き
な
影
響
を
受

け
る
。
ホ
ー
ム
レ
ス
の
四
人
に

三
人
が
廃
品
回
収
で
生
活
し
て

い
て
、
ア
ル
ミ
缶
収
集
の
禁
止

は
ホ
ー
ム
レ
ス
か
ら
生
き
る
糧

を
奪
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

支
援
事
業
予
算
に
つ
い
て
伺
う
。

□
関
係
部
長

本
年
度
の
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援

関
係
予
算
は
十
五
万
円
で
、
内

訳
は
宿
泊
費
九
万
円
・
食
糧
費

六
万
円
で
あ
る
。

こ
こ
ろ
の
診
療
科
の
存
続
・
活
性
化
に
向
け
た
要
望

■
上
里
直
司
（
民
主
ク
ラ
ブ
）

発
達
障
害
な
ど
を
診
察
す
る

県
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
「
こ

こ
ろ
の
診
療
科
」
の
患
者
が
増

え
続
け
て
、
新
患
の
受
付
が
中

止
と
な
る
懸
念
も
出
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
重
要
な
医
療
機
関

で
あ
り
、
存
続
、
活
性
化
に
向

け
た
要
望
を
県
に
求
め
る
べ
き
。

□
関
係
部
長

医
療
セ
ン
タ
ー
の
重
要
性
は

認
識
し
て
お
り
、
関
係
機
関
と

の
調
整
を
図
り
な
が
ら
県
に
要

望
し
て
い
き
た
い
。

沖
縄
県
建
設
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
へ
の
対
応

■
宮
里
光
雄(
自
民
・
無
所
属
連
合)

沖
縄
県
建
設
産
業
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
検
討
委
員
会
の
活
動
へ
の

見
解
と
対
応
を
問
う
。

□
関
係
部
長

県
内
建
設
産
業
の
将
来
像
を

検
討
す
る
委
員
会
で
あ
る
。
本

市
も
入
札
制
度
の
環
境
整
備
等

の
法
令
遵
守
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
沖
縄
県
が
検
討
中
の
沖
縄

県
建
設
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
が
策
定

さ
れ
た
ら
、
そ
れ
を
活
用
し
、

建
設
産
業
の
活
性
化
の
た
め
に

努
め
た
い
。

不
要
入
れ
歯
で
世
界
の
子
ど
も
を
救
う

■
我
如
古
一
郎(

日
本
共
産
党)

日
本
入
れ
歯
リ
サ
イ
ク
ル
協

会
の
不
要
入
れ
歯
で
、
世
界
の

子
ど
も
を
救
う
活
動
に
協
力
し
、

回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
に
本
市
も

参
加
し
て
は
ど
う
か
。
小
さ
な

善
意
が
大
き
な
援
助
に
つ
な
が

る
と
思
う
。

□
市
長
・
関
係
部
長

大
変
い
い
提
案
で
あ
る
。
同

協
会
の
活
動
趣
旨
に
賛
同
す
る

が
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
や

送
付
方
法
等
の
取
り
扱
い
な
ど

の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
先
進

自
治
体
の
状
況
も
調
査
・
研
究

し
た
い
。

行
財
政
改
革
で
の
重
要
事
業
カ
ッ
ト
の
見
直
し
を

■
平
良
識
子(

社
社
連
合)

行
財
政
基
本
シ
ス
テ
ム
再
構

築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設

置
し
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
が
、
①
削
減
額
の

大
き
い
事
業
②
市
民
生
活
、
サ

ー
ビ
ス
へ
の
影
響
と
そ
の
手
立

て
を
伺
う
。

□
関
係
部
長

①
児
童
扶
養
手
当
支
給
費
、
小

中
学
校
普
通
教
室
冷
房
設
置
事

業
な
ど
②
必
要
不
可
欠
な
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
を
念
頭
に
見

直
し
を
実
施
し
、
市
民
等
の
理

解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

遺
族
基
礎
年
金
の
全
額
支
給
を

■
宮
國
恵
徳(

そ
う
ぞ
う)

社
会
保
険
庁
は
、
Ｈ
さ
ん
の

遺
族
基
礎
年
金
支
給
に
関
し
、

時
効
に
か
か
っ
て
い
な
い
八
カ

月
間
の
支
給
を
決
定
し
て
い
る

が
、
何
ら
か
の
方
法
で
全
額
支

給
で
き
な
い
か
。

□
関
係
部
長

社
会
保
険
庁
の
行
政
処
分
に
対

し
、
六
十
日
以
内
に
沖
縄
社
会
保

険
事
務
局
へ
審
査
請
求
を
し
、
却

下
さ
れ
た
場
合
は
、
さ
ら
に
六
十

日
以
内
に
社
会
保
険
審
査
会
へ
再

審
査
請
求
を
行
う
。
却
下
さ
れ
た

場
合
は
、
裁
判
所
へ
提
訴
す
る
と

い
う
方
法
が
あ
る
。

安
謝
前
東
原
の
二
号
墓
の
位
置

■
久
高
友
弘(

自
由
民
主
党
・
市
民
の
会)

文
化
財
課
が
発
掘
調
査
の
た

め
表
土
剥
ぎ
を
行
っ
て
以
降
の

写
真
と
同
様
に
、
同
じ
場
所
の

平
成
元
年
の
写
真
に
も
墓
が
見

え
る
。
二
号
墓
は
埋
も
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
を
主
張
す
る
。

二
号
墓
が
安
謝
前
東
原
四
百
五

十
と
四
百
五
十
三
に
ま
た
が
っ

て
い
る
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

□
関
係
部
長

地
籍
の
認
定
は
、
専
門
部
局

な
ど
に
調
査
を
依
頼
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
、
検
討
す
る
時
間

を
い
た
だ
き
た
い
。

地
元
業
者
の
優
先
活
用
を
要
望

■
金
城
徹
（
自
民
・
無
所
属
連
合
）

お
も
ろ
ま
ち
一
丁
目
の
元
庁

舎
候
補
地
の
土
地
利
用
に
つ
い

て
、
事
業
に
伴
う
各
種
建
設
工

事
の
施
工
に
お
け
る
地
元
業
者

の
優
先
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

□
関
係
部
長

事
業
者
募
集
が
地
域
経
済
の

活
性
化
、
雇
用
機
会
創
出
等
の

実
現
を
目
的
と
し
て
お
り
、
事

業
実
施
で
は
地
元
企
業
の
優
先

活
用
が
し
っ
か
り
と
行
わ
れ
る

べ
き
と
考
え
て
い
る
。
優
先
交

渉
権
者
に
対
し
地
元
企
業
の
積

極
採
用
を
要
望
し
て
い
る
が
、

今
後
さ
ら
に
働
き
か
け
た
い
。

財
政
健
全
化
法
の
概
要

■
喜
舎
場
盛
三
（
公
明
党
）

北
海
道
夕
張
市
の
よ
う
な
地

方
自
治
体
の
財
政
破
綻
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
に
、
地
方
公

共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
が
平
成
二
十
年
度
か

ら
一
部
施
行
、
二
十
一
年
度
か

ら
全
面
施
行
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、

概
要
に
つ
い
て
伺
う
。

□
関
係
部
長

早
期
健
全
化
と
財
政
再
生
の

二
段
階
で
地
方
公
共
団
体
の
財

政
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
仕
組

み
を
規
定
し
た
法
律
で
、
実
質

赤
字
比
率
な
ど
四
つ
の
指
標
を

定
め
て
い
る
。

旭
橋
再
開
発
事
業
補
助
金
の
起
債
充
当
問
題

■
大
城
朝
助(

日
本
共
産
党)

去
る
二
月
議
会
以
来
、
旭
橋

再
開
発
事
業
の
会
社
へ
の
補
助

金
の
起
債
充
当
で
、
行
政
手
続

等
の
瑕
疵
を
指
摘
し
、

国
・
県
に
も
調
査
し
て

指
摘
の
正
当
性
を
確
信

し
た
。
今
後
の
対
応
を

問
う
。

□
副
市
長
・
関
係
部
長

本
市
の
事
務
処
理
ミ

ス
で
、
心
か
ら
お
詫
び

す
る
と
も
に
、
厳
重
注

意
し
た
い
。
起
債
の
違

法
性
は
な
い
が
、
補
助

事
業
に
直
接
充
当
し
た
方
法
が

不
適
切
と
の
報
告
を
受
け
て
い

る
。
今
後
、
繰
上
償
還
の
補
正

予
算
案
を
検
討
し
た
い
。

市
税
、
国
保
税
の
滞
納
解
消
に
向
け
て

■
座
覇
政
為(

そ
う
ぞ
う)

市
税
、
国
保
税
の
多
額
の
未

収
金
及
び
滞
納
繰
越
金
の
解
消

に
向
け
て
の
取
組
み
を
伺
う
。

□
関
係
部
長

市
税
に
つ
い
て
は
、
滞
納
整

理
計
画
に
基
づ
い
て
、
計
画
的

か
つ
効
率
的
な
滞
納
整
理
を
進

め
て
い
る
。

国
保
税
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
八
年
度
か
ら
配
置
さ
れ
て
い

る
特
別
滞
納
整
理
指
導
員
を
中

心
と
し
て
電
話
督
励
、
分
納
相

談
等
を
行
っ
て
い
る
。

航
空
運
賃
値
上
げ
に
伴
う
観
光
の
対
応
策

■
屋
良
栄
作(

自
民
・
無
所
属
連
合)

石
油
高
騰
に
よ
る
航
空
運
賃

の
値
上
げ
に
伴
い
、
観
光
に
及

ぼ
す
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

対
応
策
を
伺
う
。

□
関
係
部
長

航
空
運
賃
の
問
題
は
、
県
と

連
携
し
て
取
り
組
み
た
い
。

ま
た
、
本
市
観
光
協
会
が
各

課
と
調
整
し
て
、
本
市
の
歴

史
・
文
化
施
設
で
ク
ー
ポ
ン
券

を
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
観
光
協
会
が
第
三

種
旅
行
業
の
登
録
を
申
請
中
で

あ
る
。

県
都
那
覇
市
の
将
来
の
都
市
像

■
洲
鎌
忠
（
自
由
民
主
党
・
市
民
の
会
）

ア
ジ
ア
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構
想

の
拠
点
を
担
う
県
都
と
し
て
、

都
市
計
画
は
ど
う
す
る
の
か
。

県
都
那
覇
市
の
将
来
の
都
市
像

に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

□
関
係
部
長

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
都
市
像

に
つ
い
て
は
、
現
在
策
定
中
の

第
四
次
総
合
計
画
の
基
本
構
想

の
中
で
、
国
際
的
な
玄
関
口
と

し
て
、
物
流
・
交
流
の
拠
点
機

能
を
高
め
、
地
場
産
業
の
振
興

を
図
り
、
活
力
あ
る
観
光
都
市

を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

非
常
勤
職
員
の
学
校
給
食
費
着
服
の
責
任
の
所
在

■
渡
久
地
政
作(

自
民
・
無
所
属
連
合)

去
る
九
月
議
会
で
給
食
費
着

服
の
責
任
所
在
の
質
問
に
対
し
、

任
命
権
者
の
県
教
育
委
員
会
と

協
議
後
、
会
期
中
に
報
告
し
た

い
旨
の
答
弁
だ
っ
た
が
対
応
を

確
認
し
た
い
。

□
教
育
長

新
た
な
着
服
事
件
も
含
め
て

県
と
の
慎
重
協
議
の
た
め
報
告

が
遅
れ
た
。
市
教
育
委
員
会
で

は
十
二
月
五
日
に
管
理
監
督
者

土砂が堆積した壺川漁港代替船揚場

旭橋再開発事業の建設現場

の
責
任
と
し
て
文
書
訓
告
四
人

な
ど
、
十
人
の
処
分
を
行
っ
た
。

再
発
防
止
と
教
育
行
政
へ
の
信

頼
回
復
を
図
る
。
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▽
平
成
十
八
年
度
那
覇
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど
決
算
九
件

▽
平
成
十
九
年
度
那
覇
市
一
般
会
計
補
正
予
算
〔
第
三
号
〕（
約
七
十
九
億
九
千
万
円
増
額
）
な
ど
予
算
七
件

▽
那
覇
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
（
育
児
短
時
間
勤
務
の
請
求
手
続
等
）

▽
那
覇
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
（
育
児
短
時
間

勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
等
）

▽
地
方
独
立
行
政
法
人
那
覇
市
立
病
院
の
設
立
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
制
定

▽
地
方
独
立
行
政
法
人
那
覇
市
立
病
院
へ
の
職
員
の
引
継
ぎ
に
関
す
る
条
例
制
定

▽
地
方
独
立
行
政
法
人
那
覇
市
立
病
院
に
係
る
重
要
な
財
産
を
定
め
る
条
例
制
定
（
健
全
運
営
の
た
め
の
財
産
処
分
制
限
）

▽
那
覇
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
制
定
（
法
人
化
の
た
め
の
関
係
条
例
の
廃
止
・
一
部
改
正
）

▽
那
覇
市
土
地
開
発
公
社
経
営
健
全
化
基
金
条
例
制
定

▽
那
覇
市
廃
棄
物
の
減
量
化
の
推
進
及
び
適
正
処
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
（
指
定
者

以
外
の
資
源
化
物
の
収
集
・
運
搬
の
禁
止
等
）

▽
那
覇
市
環
境
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
（
環
境
推
進
員
の
設
置
等
）

▽
那
覇
市
環
境
保
全
・
創
造
基
金
条
例
の
制
定

▽
那
覇
市
保
育
所
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
（
民
営
化
す
る
た
め
大
名
保
育
所
の
廃
止
）

▽
那
覇
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
（
入
居
資
格
要
件
で
暴
力
団
員
を
排
除
す
る
規
定
等
）

▽
那
覇
新
都
心
多
目
的
広
場
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
制
定

▽
那
覇
市
上
下
水
道
局
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
（
部
分
休
業
等
）

▽
那
覇
市
立
病
院
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
（
部
分
休
業
等
）

▽
地
方
独
立
行
政
法
人
那
覇
市
立
病
院
に
承
継
さ
せ
る
権
利
を
定
め
る

▽
那
覇
市
基
本
構
想
（
社
会
情
勢
の
変
化
へ
の
対
応
、
市
民
協
働
を
一
層
推
進
す
る
た
め
改
定
）

▽
財
産
の
処
分(

所
在
地
・
那
覇
市
お
も
ろ
ま
ち
一
丁
目
一
番
一
、
一
番
二
　
総
面
積
・
二
万
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル

売
却
予
定
金
額
・
約
七
十
億
六
千
六
百
万
円)

▽
地
方
独
立
行
政
法
人
那
覇
市
立
病
院
定
款
の
一
部
変
更
（
土
地
及
び
建
物
の
面
積
等
の
変
更
）

▽
那
覇
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
の
指
定
（
指
定
団
体
に
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ま
ち
な
か
研
究
所
わ
く
わ
く
）

▽
財
産
の
処
分
（
民
営
化
の
た
め
大
名
保
育
所
を
廃
止
し
て
建
物
譲
与
）

▽
国
民
健
康
保
険
特
別
調
整
交
付
金
の
交
付
不
足
額
全
額
補
て
ん
に
関
す
る
意
見
書
【
下
記
に
本
文
】

▽
教
科
書
検
定
に
関
す
る
意
見
書
【
下
記
に
本
文
】

▽
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書

▽
道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
の
延
長
を
求
め
る
意
見
書

▽
未
成
年
者
の
飲
酒
防
止
に
関
す
る
緊
急
決
議
【
下
記
に
本
文
】

(

建
設
常
任
委
員
会
関
係)

▽
「
道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
の
延
長
を
求
め
る
意
見
書
」
の
採
択

(

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
関
係)

▽
平
成
十
九
年
度
通
常
総
会
に
お
け
る
決
議
事
項

▽
「
労
働
安
全
衛
生
委
員
会
」
の
設
置

▽
義
務
教
育
国
庫
負
担
堅
持
及
び
二
分
の
一
復
元

▽
「
三
十
人
以
下
学
級
実
現
」

▽
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
公
表
等

十
二
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
 

十
二
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
 

十
二
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
 

十
二
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議
 

十
二
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議
 

十
二
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意
見
書
・
決
議
 

十
二
月
定
例
会
で
採
択
さ
れ
た
陳
情
 

十
二
月
定
例
会
で
採
択
さ
れ
た
陳
情
 

十
二
月
定
例
会
で
採
択
さ
れ
た
陳
情
 

■那覇市公平委員会の委員の選任

屋宜宣正委員の辞任に伴い、後任として仲

村信正氏が選任同意されました（12月17日

の本会議）。

■人権擁護委員候補者の推薦の議会意見

平成20年３月31日に任期満了となる委員

中、再任で比屋定喜代子氏、大屋純子氏が諮

問同意されました（12月17日の本会議）。

■那覇市監査委員の選任

議員から選任する委員・大城春吉委員の辞

任に伴い、後任として知念博議員が選任同意

されました（12月25日の本会議）。

こ
の
臨
時
会
に
は
、
市
長
か

ら
市
長
等
の
特
別
職
職
員
給
与

条
例
改
正
、
那
覇
市
職
員
給
与

条
例
改
正
及
び
一
般
職
の
任
期

付
職
員
採
用
等
条
例
改
正
（
期

末
勤
勉
手
当
の
年
間
支
給
率

〇
・
一
月
分
の
引
き
下
げ
な

ど
）
の
二
件
の
議
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
特
別
職
職
員
給

与
条
例
改
正
議
案
は
採
決
の
結

果
、
全
会
一
致
で
原
案
可
決
さ

れ
ま
し
た
が
、
職
員
給
与
条
例

改
正
議
案
は
、
湧
川
朝
渉
議
員

か
ら
、
職
員
組
合
と
の
交
渉
経

過
や
国
の
人
事
院
勧
告
と
県
の

人
事
委
員
会
勧
告
の
違
い
な
ど

の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

討
論
で
は
会
派
を
代
表
し
て

職
員
団
体
と
の
交
渉
不
足
、
県

内
民
間
の
低
賃
金
を
助
長
す
る

な
ど
の
反
対
討
論
（
比
嘉
憲
次

郎
議
員
、
比
嘉
瑞
己
議
員
、
座

覇
政
為
議
員
）
及
び
県
内
民
間

賃
金
と
の
均
衡
、
市
民
等
の
理

解
と
信
頼
が
得
ら
れ
る
な
ど
の

賛
成
討
論
（
喜
舎
場
盛
三
議
員
、

仲
村
家
治
議
員
）
が
行
わ
れ
、

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原

案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
長
か
ら
八
件
の
専

決
処
分
の
報
告
や
、
市
民
か
ら

提
出
さ
れ
た
五
件
の
陳
情
が
所

管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

ま
し
た
。

◆常任委員会委員の所属変更
与儀清春議員が厚生経済常任委員会委員か

ら総務常任委員会委員に所属変更が許可され

ました（11月14日付け）。

◆議会運営委員会委員の選任
渡久地修委員の辞任に伴い、同会派の大城

朝助議員が選任されました（12月19日付け）。

去る９月29日、「教科書検定意見撤回を求める県民大会」が、沖

縄県知事、沖縄県議会議長、那覇市長及び県内41全市町村議会をは

じめ、県民が一体となり、復帰後最大の県民の参加で開かれ、文部

科学省による沖縄戦の歴史の歪曲に抗議し、その実相を正しく継承

していかなければならないという熱い思いのこもった大会となった。

旧日本軍の関与が削除されたことを機に、これまで証言をためら

っていた戦争体験者の方々から、沖縄戦に関する新たな証言が相次

いでいる。

当市議会は、復帰35周年の５月15日、沖縄戦における「集団自

決」が、日本軍による命令・強制・誘導等なしに、起こりえなかっ

たことは紛れもない事実であり、そのことがゆがめられることは、

悲惨な地上戦を体験し、筆舌に尽くしがたい犠牲を強いられてきた

沖縄県民にとって、到底容認できるものではない。沖縄戦の歴史を

正しく伝え、悲惨な戦争が再び起こることがないようにするために

も、今回の検定意見が速やかに撤回されるよう意見書を提出した。

しかし、文部科学省は、那覇市民、沖縄県民の沖縄戦における

「集団自決（集団死）」の実相、体験を無視し、教科書会社による訂

正申請に対し、再度の書き直し「指針」を伝えたことが明らかにな

った。

この「指針」に示された内容は、「沖縄戦の事実を正しく伝えて

ほしい」との市民・県民の思いに応えるものでなく、軍の強制をあ

いまいにするもので到底容認できるものではない。

よって、文部科学省は、「沖縄戦の事実を歪曲してはいけない」

との市民・県民の声を真摯に受け止め、速やかに検定意見を撤回し、

記述を回復されるよう、再度強く要請する。

以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

平成19年（2007年）12月25日

那覇市議会　

あて先　　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、文部科学大臣

去る11月28日の沖縄県市議会議長会総会において、我那覇生隆

前議員が議長在職４年以上の功績に対し、表彰されました。

－ 24年ぶりに那覇市で開催－
10月30～31日　九州市議会議長会主催

＜安慶田議長が開催市議長の歓迎のあいさつ＞

本県の青少年の不良行為による補導人員は、昨年

３万8,000人と過去最多となり、特に飲酒による補導

人員は、人口比で全国平均の約10倍という高い水準

にある。本市においても中高生等が集団飲酒で補導

されるなど、未成年者の飲酒問題は極めて憂慮すべ

き状況にある。

未成年者の飲酒は、身体へ悪影響を及ぼすだけで

なく、急性アルコール中毒による生命への危険性や、

事件事故の当事者となり得るなど、未成年者自身の

みならず、地域社会への影響も計り知れないものが

ある。

子どもは、大人の後ろ姿を見て育つと言われてお

り、未成年者の飲酒を防止するためには、まず大人

が襟を正し、範を示すことが求められている。

未成年者の飲酒防止を推進するためには、家庭、

学校及び地域はもちろんのこと、酒類を販売・提供

する業界とも連携し、実効性のある取り組みを図る

ことが求められている。家庭では、未成年者の夜間

の外出を抑制する等、基本的生活習慣の確立に努め、

学校では未成年者の飲酒が心身に及ぼす影響を学習

させるとともに、学校のきまりや社会のルールを守

ることの大切さを指導し、地域の子どもは地域で育

てるとの認識のもと、未成年者の健全育成に努める

ことが必要である。また、酒類を販売・提供する業

者は、販売時の年齢確認を徹底し、未成年者には酒

類を販売・提供しないよう努めることが必要である。

よって、本市議会は、憂慮すべき状況にある未成

年者の飲酒問題に対し、危機感を持って臨み、関係

機関・団体との連携強化等により、未成年者の飲酒

を防止する社会づくりに率先して取り組む。

以上、決議する。

平成19年（2007年）12月25日

那覇市議会

国民健康保険制度は、国民皆保険制度の中核として、

地域住民の医療確保や健康保持を支える重要な役割を果

たしている。しかし、その構造的な脆弱性や、それを支

える国庫負担金等の不十分さから、全国的に極めて厳し

い財政運営を強いられている状況にある。

本市においても、その例に漏れず極めて厳しい財政状

況にあり、やむを得ず本年度において税率の引き上げの

改定を行ったところである。

このような中、国民健康保険特別調整交付金について、

厚生労働省の算定方法に誤りがあり、全国の市町村の当

該交付金に過不足を生じさせていたことが明らかになっ

た。

この未交付額は国保財政はもとより、市民の税負担に

も極めて大きな影響を与えるものであり、到底看過でき

るものではない。

当市議会は、この問題の解決を図るため、平成19年６

月25日に、全国に先駆け、事態の全容解明と未交付額の

補てんを求める意見書をいち早く可決し、国に対し要請

を行ってきたところであるが、具体的な解決策が未だ国

から示されておらず、はなはだ遺憾といわざるを得ない。

よって、当市議会は、この問題の早期解決と、未交付

額を全額補てんするための特別の措置を実施するよう改

めて、強く要請する。

以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出

する。

平成19年（2007年）12月17日

那覇市議会　

あて先　衆議院議長、参議院議長、

内閣総理大臣、厚生労働大臣

十
二
月
十
七
日
に
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

た
国
民
健
康
保
険
特
別
調
整
交
付
金
の
交
付

不
足
額
全
額
補
て
ん
に
関
す
る
意
見
書
の
趣

旨
実
現
の
た
め
、
同
月
十
九
日
か
ら
二
十
日

の
日
程
で
、
議
長
を
団
長
に
議
会
運
営
委
員

長
及
び
各
会
派
の
代
表
者
で
国
に
直
接
要
請

し
ま
し
た
。

今
回
の
要
請
は
、
本
県
出
身
国
会
議
員
の

支
援
を
受
け
て
、
厚
生
労
働
大
臣
な
ど
に
全

額
補
て
ん
を
精
力
的
に
訴
え
ま
し
た
。
大
臣

等
か
ら
は
「
不
足
額
を
確
認
中
、
確
定
次
第
、

年
度
内
に
支
払
い
た
い
」
と
の
前
進
し
た
回

答
が
あ
り
、
大
変
有
意
義
な
成
果
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
旨
、
二
十
五
日
の
定
例
会
の
最

終
本
会
議
に
て
議
会
運
営
委
員
長
か
ら
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、『
那
覇
市
議
会
史
第
二
巻
　
議
会

の
法
規
・
組
織
』
を
発
刊
し
ま
し
た
。

本
巻
は
議
会
関
係
の
法
規
や
議
会
の
組
織
を

中
心
に
収
録
し
て
お
り
、
明
治
二
十
一
年
（
一

八
八
八
年
）
の
予
算
協
議
会
か
ら
平
成
十
七
年

（
二
〇
〇
五
年
）
に
至
る
ま
で
、
旧
那
覇
市
、
旧

首
里
市
、
旧
小
禄
村
、
旧
真
和
志
市
、
旧
み
な

と
村
を
含
め
た
百
年
以
上
に
わ
た
る
那
覇
市
議

会
の
変
遷
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
歴
代
の
議

員
も
顔
写
真
入
り
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
本
書
は
非
売
品
の
た
め
、
市
内
の
各

図
書
館
、
本
議
会
事
務
局
（
本
庁
三
階
）
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

議
会
事
務
局
職
員
が
、
議
員
の
補

佐
役
と
し
て
研
さ
ん
を
積
む
た
め
、

中
国
、
四
国
、
九
州
地
方
か
ら
九
十

三
市
・
百
十
五
人
が
参
加
し
て
研
修

会
が
本
市
で
開
催
さ
れ
、
議
会
運
営

の
課
題
の
研
究
・
発
表
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

12月定例会の人事案件 12月定例会の人事案件 12月定例会の人事案件 

国
へ
国
民
健
康
保
険
特
別
調
整
交
付
金
の

交
付
不
足
額
全
額
補
て
ん
を
求
め
る
要
請
行
動

『
那
覇
市
議
会
史
　
第
二
巻
』
を
発
刊
　
│
議
会
の
法
規
・
組
織
│

議員要請団、舛添要一厚生労働大臣らに要請

今回の発刊本含めて、これまで発刊された

７冊の議会史

十
一
月
臨
時
会
 

十
一
月
臨
時
会
 

期
末
勤
勉
手
当
の
支
給
率
引
き
下
げ
 

十
一
月
二
十
六
日
 

会
期
一
日
間
 

教科書検定に関する意見書 

未成年者の飲酒防止に関する緊急決議 国民健康保険特別調整交付金の交付 
不足額全額補てんに関する意見書 

西
日
本
市
議
会
事
務
局

職
員
研
修
会
　
　
　
　

議 員 表 彰 


